
第3章 7 「極座標による2重積分（発展その1）」 第1回
解答
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解説
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注意 (1) ∼ (3)の θの積分はそれぞれ

(1) cos θ = tとおいて置換積分，または
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cos θ = cos3 θ sin θ

(2) sin θ = tとおいて置換積分，または
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(3) sin θ = tとおいて置換積分，または
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の関係を用いている．




